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させたが， 8 種の化合物はほとんど影響しなかった。次に肝臓上清と 20種類の金属との結合を試みた
ところ，銅，銀，水銀が Metallothionein 画分のカドミウムや亜鉛と置換した。 Thionein は金属の種





















は Metallothionein 中の亜鉛がすべてカドミウムと置換したとして算出した値とほぼ一致した D 次に










よ iを明らかにし， Metallothionein に結合している亜鉛がカドミウムと置換することによって，カ.
1ドミウムの毒性が防禦されることを示した。
2) Thionein とカドミウムとの結合は熱に対して比較的安定である。 Thionein は金属と一定のモル
比で結合するがその結合能には差があり，銅>カドミウム>水銀>亜鉛の順序である。
3 )金属を投与した動物臓器中の Metallothioneinの定量法について検討し，カドミウムと反応させ
たのちヘモリゼートと処理することによって容易に測定できる Metallothionein の簡易定量法を確
立した。
論文の審査結果の要旨
生体内におけるカドミウムと Thionein の結合に関し基礎的検討を行ない，生体内に摂取されたカ
ドミウムは臓器上清においては高分子園分よりも Thionein と選択的に結合することを明らかにし，
Thionein に結合している亜鉛がカドミウムと置換することによってカドミウムの毒性が防禦されるこ
とを明らかにした。また， Thionein と金属との結合能に差があり，銅，カドミウム，水銀，亜鉛の順
となることを明らかにした。一方，金属投与時の臓器中 Metallothionein の定量法を確立し，これに
つ臼Aせ町、υ
より生体内の Metallothionein の定量が可能となった。以上の研究は重金属摂取時の生体内防禦作用
のひとつとしての Metallothionein の存在意義に関し，重要な知見を加えたものとして博士号を授与
するに値するものと判定した。
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